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１

な
ぜ
「
墓
標
」
な
の
か

峠
三
吉
「
墓
標
」
は
、
峠
の
作
品
の
な
か
で
も
、
「
ち
ち
を
か
え
せ

は

は
を
か
え
せ
」
と
う
た
う
『
原
爆
詩
集
』
の
序
詩
に
次
い
で
よ
く
知
ら
れ
た

作
品
で
あ
ろ
う
。
「
墓
標
」
は
、
峠
に
と
っ
て
た
だ
一
冊
の
詩
集
と
な
っ
た

『
原
爆
詩
集
』
（
初
版
は
ガ
リ
版
刷
り
五
〇
〇
部
、
新
日
本
文
学
会
広
島
支
部
わ

れ
ら
の
詩
の
会
、
一
九
五
一
年
九
月
。
増
補
版
は
青
木
文
庫
、
一
九
五
二
年
六
月
）

に
収
録
さ
れ
た
こ
と
で
ひ
ろ
く
知
ら
れ
、
読
み
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
『
原
爆
詩
集
』
刊
行
の
直
前
に
は
、
「
八
・
一
五

六
周
年
記
念
詩
特

集
」
中
の
一
作
品
と
し
て
『
新
日
本
文
学
』
（
一
九
五
一
年
八
月
号
）
に
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
『
原
爆
詩
集
』
刊
行
後
に
『
日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
詩
集
』

第
一
集
（
三
一
書
房
、
一
九
五
二
年
）
に
採
録
さ
れ
た
際
に
は
、
読
者
に
よ

る
投
票
で
第
一
回
詩
人
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
（
一
九
五
三
年
十
一
月
）
、
発
表

当
時
か
ら
ひ
ろ
く
読
み
手
の
共
感
を
集
め
た
作
品
で
あ
っ
た
。

活
字
に
な
る
前
の
「
墓
標
」
が
は
じ
め
て
公
の
場
で
朗
読
さ
れ
た
の
は
、

『
原
爆
詩
集
』
が
刊
行
さ
れ
る
一
年
近
く
前
の
一
九
五
〇
年
十
月
八
日
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
同
日
に
爆
心
地
近
く
の
五
柳
荘
で
開
催
さ
れ
た
丸
木
位
里
・

峠
三
吉
「
墓
標
」
と

一
九
五
〇
年
夏
の
広
島

黒
川

伊
織

赤
松
俊
子
作
の
「
原
爆
の
図
」
展
覧
会
の
席
上
で
、
新
日
本
文
学
会
よ
り
来

広
し
た
詩
人
壺
井
繁
治
が
同
席
す
る
な
か
、
峠
自
身
が
「
墓
標
」
を
朗
読
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
墓
標
」
は
一
九
五
〇
年
の
秋
に
は
す
で
に
成

立
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
朝
鮮
戦
争
勃
発
（
六
月
二
十
五
日
）

の
直
後
で
あ
り
、
朝
鮮
人
民
軍
の
猛
攻
に
対
し
て
米
軍
を
中
心
と
す
る
国
連

軍
が
本
格
的
な
反
攻
を
開
始
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
（
九
月
十
五
日
、
仁
川

上
陸
作
戦
）
。

朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
の
こ
の
時
期
に
は
、
日
本
の
各
地
で
も
、
左
派
の
朝

鮮
人
・
日
本
人
を
担
い
手
と
し
て
、
米
軍
の
朝
鮮
戦
争
へ
の
介
入
に
反
対
す

る
反
戦
運
動
が
起
こ
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
反
戦
運
動
は
、

勅
令
第
三
一
一
号
（
「
聯
合
国
占
領
軍
の
占
領
目
的
に
有
害
な
行
為
に
対
す
る
処

罰
等
に
関
す
る
勅
令
」
）
違
反
と
し
て
厳
し
い
取
締
の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
を

担
っ
た
多
く
の
人
々
が
逮
捕
投
獄
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
墓
標
」
と
い

え
ば
、
被
爆
死
し
た
小
学
生
に
呼
び
か
け
る
冒
頭
の
部
分
が
有
名
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
時
代
状
況
と
向
き
合
う
な
か
で
書
か
れ
た
こ

の
作
品
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
に
占
領
下
の
広
島
で
朝
鮮
戦
争
へ
の
反
戦

と
被
爆
体
験
の
捉
え
直
し
と
を
連
動
さ
せ
な
が
ら
な
さ
れ
た
詩
的
表
現
と
し

て
、
特
別
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、
そ
の

よ
う
な
作
品
と
し
て
の
「
墓
標
」
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
墓
標
」
と
い
う
の
は
、
作
品
の
中
に
繰
り
返
し
登
場
す
る

「
斉
美
小
学
校
戦
災
児
童
の
霊
」
と
書
か
れ
た
「
一
本
の
ち
い
さ
な
墓
標
」

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
作
品
に
読
み
込
ま
れ
て
い
る
空
間
は
、
こ
の

「
斉
美
小
学
校
戦
災
児
童
の
霊
」
と
い
う
「
墓
標
」
が
立
つ
場
所
か
ら
見
渡

さ
れ
る
広
島
市
の
中
心
部
―
と
り
わ
け
原
爆
で
灰
燼
に
帰
し
た
西
練
兵
場
跡

地
の
東
端
と
繁
華
街
の
中
心
で
あ
る
八
丁
堀
交
差
点
が
接
す
る
あ
た
り
―
に
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ほ
か
な
ら
な
い
。
広
島
市
中
心
部
の
こ
の
空
間
は
、
被
爆
の
記
憶
と
占
領
下

の
政
治
的
せ
め
ぎ
合
い
が
重
層
的
に
刻
み
込
ま
れ
た
空
間
で
あ
り
、「
墓
標
」

は
そ
の
よ
う
な
空
間
を
舞
台
と
す
る
作
品
と
し
て
あ
ら
た
め
て
読
み
直
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
「
墓
標
」
の
舞
台
と
な
っ
た
広
島
市
中
心
部
の
空

間
構
成
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
二
十
連
・
一
四
五
行
よ
り
な
る
こ
の
作
品
（
資

料
①
参
照
、
『
原
爆
詩
集
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。
な
お
、
テ
キ
ス
ト
の
変
遷

に
つ
い
て
は
本
文
中
で
後
述
す
る
）
を
三
つ
の
部
分
に
わ
け
て
分
析
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。

２

重
な
り
合
い
せ
め
ぎ
合
う
空
間
―
占
領
下
の
被
爆
地
広
島
の
「
墓
標
」
―

戦
前
・
戦
中
の
広
島
は
軍
都
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
の
際
に
大
本
営
が
置

か
れ
た
広
島
城
に
は
第
五
師
団
司
令
部
が
置
か
れ
、
こ
の
広
島
城
を
中
心
と

す
る
広
大
な
軍
用
地
（
現
在
の
地
名
で
い
う
と
、
南
北
を
相
生
通
り
と
城
北
通

り
に
は
さ
ま
れ
、
東
西
を
八
丁
堀
西
交
差
点
か
ら
白
島
に
北
上
す
る
道
と
本
川
に

は
さ
ま
れ
た
地
域
）
は
、
歩
兵
第
十
一
連
隊
、
野
砲
兵
第
五
連
隊
、
陸
軍
病

院
、
広
島
陸
軍
幼
年
学
校
と
い
っ
た
軍
関
係
の
施
設
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

西
練
兵
場
は
、
こ
の
軍
用
地
の
う
ち
広
島
城
の
南
側
か
ら
現
在
の
相
生
通
り

に
か
け
て
の
地
域
を
占
め
、
そ
の
東
向
か
い
に
は
、
陸
軍
将
校
の
親
睦
団
体

偕
行
社
が
、
そ
し
て
そ
の
北
隣
に
は
偕
行
社
斉
美
小
学
校
―
「
墓
標
」
の
主

人
公
の
子
供
た
ち
が
通
っ
て
い
た
小
学
校
―
が
あ
っ
た
。

原
爆
の
投
下
に
よ
り
、
爆
心
地
か
ら
半
径
一
キ
ロ
以
内
に
あ
っ
た
こ
の
あ

た
り
は
灰
燼
に
帰
し
た
。
敗
戦
後
間
も
な
く
か
ら
、
広
島
城
跡
以
西
の
旧
軍

用
地
に
は
市
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
川
沿
い
に
は
い
わ
ゆ
る

「
原
爆
ス
ラ
ム
」
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
一
九
四
九
年
に

施
行
さ
れ
た
広
島
平
和
都
市
建
設
法
は
、
広
島
市
の
「
復
興
」
を
お
し
す
す

め
、
街
の
姿
を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
（
た
と
え
ば
百
メ
ー
ト

ル
道
路
な
ど
、
現
在
見
ら
れ
る
広
島
市
旧
市
街
の
街
区
は
こ
の
と
き
整
備
さ
れ
た
）
、

一
九
五
〇
年
夏
の
広
島
は
そ
の
よ
う
な
「
復
興
」
事
業
が
本
格
化
す
る
時
期

に
あ
た
っ
て
い
た
。

図
①
は
、
戦
前
の
軍
用
地
の
う
ち
、
広
島
城
跡
の
東
か
ら
東
南
の
八
丁
堀

交
差
点
に
か
け
て
の
区
域
の
一
九
五
〇
年
夏
の
状
況
を
示
し
た
概
略
図
で
あ

る
（
当
時
の
八
丁
堀
交
差
点
は
、
現
在
の
八
丁
堀
西
交
差
点
に
あ
た
る
。
現
在
の

⑴ ⑵注 図の上側が北を示す 注 細い道路については省略した

⑶注 八丁堀交差点は現在八丁堀西交差点となっている

図 ① 一九五〇年夏の広島市中心部概略図
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八
丁
堀
交
差
点
は
、
一
九
五
二
年
三
月
に
広
電
白
島
線
が
現
在
の
路
線
に
移
設
開

通
し
た
際
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
。
こ
れ
を
参
照
し
つ
つ
、
広
島
城
跡

か
ら
八
丁
堀
交
差
点
に
か
け
て
の
空
間
構
成
を
見
て
い
こ
う
。
図
①
に
明
ら

か
な
よ
う
に
、
広
島
城
跡
の
東
側
に
は
検
察
庁
・
裁
判
所
・
拘
置
所
な
ど
の

司
法
関
係
機
関
が
集
中
し
て
お
り
、
広
島
城
跡
の
南
側
に
あ
た
る
西
練
兵
場

跡
地
に
は
、
一
九
四
九
年
八
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
杯
全
国
競
技
大
会
（
マ
杯
）
の
た
め
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
名
を
冠
し
た

道
路
が
通
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
角
に
は
マ
杯
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
呼
ば

れ
た
中
央
庭
球
場
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
八
丁
堀
交
差
点
の
北
西
、
図
①
で
網
掛
け
に
し
た
区
域
が
、
旧

偕
行
社
の
敷
地
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
道
路
を
は
さ
ん
だ
北
側
、
す
な
わ
ち

斉
美
小
学
校
の
跡
地
に
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
建
っ
て
お
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
関
係

は
不
明
な
の
だ
が
、
そ
の
一
角
に
「
斉
美
小
学
校
戦
災
児
童
の
霊
」
と
記
さ

れ
た
「
一
本
の
ち
い
さ
な
墓
標
」
が
立
っ
て
い
た
（
建
立
時
期
は
不
明
）
。
そ

し
て
そ
の
南
側
の
八
丁
堀
交
差
点
に
面
す
る
区
画
に
は
、
日
本
共
産
党
中
国

地
方
委
員
会
・
広
島
県
委
員
会
・
広
島
地
区
委
員
会
が
共
有
す
る
事
務
所
が

あ
り
、
そ
の
す
ぐ
近
く
に
は
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
（
朝
連
）
の
広
島
支
部
が

あ
っ
た
。
朝
連
は
一
九
四
九
年
九
月
に
団
体
等
規
制
令
に
よ
っ
て
強
制
解
散

さ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
も
左
派
在
日
朝
鮮
人
組
織
の
事
務
所
は
こ
の

あ
た
り
に
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
一
九
五
〇
年
末
に
広
島
に
来
た
李
実

根
は
、
当
時
八
丁
堀
に
「
民
戦
中
国
地
方
本
部
」
が
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
、『
プ

ラ
イ
ド
』
、
汐
文
社
、
二
〇
〇
六
年
）
。
こ
こ
で
日
本
共
産
党
と
左
派
の
在
日
朝

鮮
人
運
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
お
く
と
、
戦
後
再
建
さ
れ
た
日
本
共
産

党
の
中
央
委
員
に
は
在
日
朝
鮮
人
党
員
も
選
出
さ
れ
、
一
九
四
九
年
は
じ
め

か
ら
は
左
派
在
日
朝
鮮
人
の
日
本
共
産
党
へ
の
集
団
入
党
が
す
す
め
ら
れ
る

な
ど
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
前
後
に
は
日
本
共
産
党
と
左
派
の
在
日
朝
鮮
人
運
動

と
の
間
に
は
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
が
存
在
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
原
爆
で
壊
滅
し
た
こ
の
地
域
に
は
、
被
爆
死
し
た
児
童
の

墓
標
を
追
い
や
る
よ
う
に
し
て
連
合
国
最
高
司
令
官
の
名
を
冠
し
た
施
設
が

作
ら
れ
る
と
と
も
に
、
熾
烈
な
対
立
関
係
に
あ
る
司
法
機
関
と
左
派
組
織
も

微
妙
な
距
離
を
保
ち
つ
つ
併
存
し
て
い
た
。
図
①
と
し
て
示
し
た
空
間
は
、

被
爆
の
記
憶
と
占
領
下
の
政
治
的
せ
め
ぎ
合
い
が
重
層
的
に
刻
み
込
ま
れ
た

空
間
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
峠
が
「
墓
標
」
の
舞
台
と
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う

な
空
間
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
こ
の
作
品
が
、
「
広
島
平
和
都
市
建
設
株

式
会
社
」
（
一
九
四
九
年
制
定
の
広
島
平
和
都
市
建
設
法
を
皮
肉
っ
た
表
現
）
や

「
マ
杯
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
に
よ
り
「
片
隅
に
お
し
こ
め
ら
れ
／
い
ま
は
も
う

／
気
づ
く
ひ
と
も
な
い
／
一
本
の
ち
い
さ
な
墓
標
」
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
る

必
然
性
も
、
容
易
に
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
の
第
一
の
部
分
（
第

～

連
）
で
は
、
広
島
の
「
復
興
」
が
皮
肉
を
込
め
て
描
か
れ
る
と
と
も

1

10

に
、
そ
の
か
げ
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
っ
た
子
供
た
ち
の
「
墓
標
」
が
忘
れ
去

ら
れ
朽
ち
果
て
て
い
く
さ
ま
が
対
比
的
に
描
か
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
う
え
で

被
爆
時
の
子
供
た
ち
の
状
況
が
た
ど
り
直
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
「
墓
標
」
が
読
ま
れ
る
際
に
も
っ
ぱ
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は

こ
の
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
こ
の
部
分
よ
り
も
む
し
ろ
、
第

二
の
部
分
（
第

～

連
）
・
第
三
の
部
分
（
第

～

連
）
に
注
目
し
た
い
。

11

13

14

20

な
ぜ
な
ら
、
本
稿
で
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
に
占
領
下
の
広
島
で
朝
鮮
戦

争
へ
の
反
戦
と
被
爆
体
験
の
捉
え
直
し
と
を
連
動
さ
せ
な
が
ら
な
さ
れ
た
詩

的
表
現
と
し
て
の
「
墓
標
」
に
注
目
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

被
爆
体
験
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
直
す
こ
と
を
促
し
た
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
の
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広
島
が
、
こ
の
作
品
の
な
か
で
い
か
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
見
て
い
き
た
い
。

繰
り
返
し
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
そ
の
際
に
鍵
と
な
る
の
は
、
占
領
下
の
広

島
で
の
朝
鮮
戦
争
へ
の
反
戦
運
動
と
、
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
の
地
域
の

特
徴
的
な
空
間
構
成
で
あ
る
。

３

朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
の
広
島
―
拘
置
所
の
方
へ
つ
な
が
れ
て
ゆ
く
人
た
ち
―

第

～

連
で
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
の
被
爆
地
広
島
に
お
け
る
政
治

11

13

的
せ
め
ぎ
合
い
が
、
「
か
ろ
う
じ
て
の
こ
さ
れ
た
一
本
の
標
柱
」
の
立
つ
場

所
か
ら
見
渡
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
朝

鮮
戦
争
勃
発
直
後
に
左
派
の
朝
鮮
人
・
日
本
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
反
戦
運

動
が
、
重
要
な
主
題
と
し
て
読
み
込
ま
れ
て
い
る
。

一
九
五
〇
年
六
月
二
十
五
日
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
と
き
、
米
軍
の
朝

鮮
戦
争
へ
の
介
入
に
反
対
す
る
反
戦
運
動
を
担
っ
た
の
は
、
前
年
の
九
月
に

強
制
解
散
さ
せ
ら
れ
た
朝
連
に
結
集
し
て
い
た
左
派
の
在
日
朝
鮮
人
や
、
こ

の
年
の
六
月
に
指
導
部
が
公
職
追
放
さ
れ
た
日
本
共
産
党
の
党
員
ら
で
あ
っ

た
。彼

ら
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
朝
鮮
戦
争
へ
の
反
戦
運
動
は
、
勅
令
第
三
一
一

号
違
反
事
件
と
し
て
厳
し
く
取
り
締
ま
ら
れ
た
。
川
島
高
峰
『
米
軍
占
領
下

の
反
戦
平
和
運
動

―
朝
鮮
戦
争
勃
発
前
後
―
』
（
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
〇

〇
年
、
以
下
『
資
料
集
』
と
略
記
す
る
）
に
は
、
日
本
の
警
察
が
勅
令
第
三
一

一
号
違
反
事
件
に
つ
い
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
参
謀
二
部
に
提
出
し
た
文
書
類
と
そ
れ
に

つ
い
て
の
川
島
の
解
説
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
川
島

の
解
説
に
よ
り
な
が
ら
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
前
後
に
お
け
る
勅
令
第
三
一
一
号

違
反
事
件
の
検
挙
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

五
月
三
十
日
、
共
産
党
を
支
持
す
る
デ
モ
隊
と
占
領
軍
が
皇
居
前
広
場
で

衝
突
し
（
五
・
三
〇
事
件
）
、
こ
れ
を
契
機
に
反
米
的
言
動
が
勅
令
第
三
一
一

号
違
反
と
し
て
厳
し
く
取
り
締
ま
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
翌
六
月
一
日
か

ら
七
月
二
十
一
日
ま
で
に
、
全
国
で
三
六
三
名
が
勅
令
第
三
一
一
号
違
反
の

容
疑
で
検
挙
さ
れ
て
い
る
。
検
挙
者
の
内
訳
は
、
「
朝
鮮
人
一
三
二
名
、
共

産
党
員
九
七
名
、
労
組
員
八
四
名
、
学
生
二
五
名
、
自
由
労
働
者
二
五
名
」

で
あ
り
、
検
挙
者
の
ほ
と
ん
ど
が
共
産
党
員
あ
る
い
は
そ
の
同
調
者
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
戦
争
に
反
対
す
る
ど
の
よ
う
な
言
動
や
行
動
が
勅

令
第
三
一
一
号
違
反
と
し
て
取
り
締
ま
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
、
反

戦
運
動
が
報
道
を
通
じ
て
拡
大
す
る
こ
と
を
危
惧
し
た
当
局
に
よ
る
規
制
の

た
め
当
時
の
報
道
か
ら
は
窺
い
が
た
い
が
、
『
資
料
集
』
に
よ
る
と
、
「
反
占

領
的
文
書
」
と
見
な
さ
れ
た
ビ
ラ
に
記
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
朝
鮮
の

内
戦
に
外
国
は
干
渉
す
る
な
！

朝
鮮
に
武
器
を
送
る
な

造
る
な
！
」（
六

月
二
十
九
日
、
大
阪
）
、「
侵
略
者
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
」（
七
月
一
日
、
長
崎
）
、

「
北
鮮
軍
は
解
放
軍
」（
七
月
二
日
、
島
根
）
な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
つ
ま

マ

マ

り
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
に
お
い
て
朝
鮮
戦
争
へ
の
「
反
戦
」
を
訴
え
る
こ

と
は
、
朝
鮮
戦
争
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
介
入
と
そ
れ
へ
の
日
本
の
協
力
に
反
対

す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
反
米
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

広
島
で
の
運
動
に
つ
い
て
見
る
と
、
『
資
料
集
』
に
は
、
七
月
十
一
日
付

で
刑
事
局
捜
査
課
が
作
成
し
た
「
犯
罪
即
報

勅
令
第
三
一
一
号
違
反
検
挙

者
に
つ
い
て
（
広
島
）
」
と
い
う
文
書
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
検

挙
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
、
逮
捕
日
時
・
犯
罪
事
実
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
七
月
十
一
日
ま
で
に
広
島
県
下
で
は
七
十
一
名

が
検
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
「
朝
鮮
人
三
五
名
、
共
産
党
員
二
二
名
、

一
般
人
一
三
名
」
で
あ
っ
た
。
九
月
末
ま
で
の
勅
令
第
三
一
一
号
違
反
事
件
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に
よ
る
検
挙
者
数
は
全
国
で
七
九
九
名
で
あ
っ
た
が
、
東
京
・
広
島
・
福

岡
・
大
阪
・
山
口
の
順
に
検
挙
者
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
（
「
赤
い
事
件

広
島

が
全
国
で
二
位
」
、
『
中
国
新
聞
』
、
一
九
五
〇
年
十
月
十
五
日
）
、
広
島
は
朝
鮮

戦
争
へ
の
反
戦
運
動
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
焦
点
と
な
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
。

犯
罪
事
実
の
項
目
を
見
る
と
、
七
月
一
日
に
広
島
県
内
の
各
地
で
「
占
領
軍

誹
謗
文
書
」
を
配
布
し
た
事
例
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
お
り
、
同
日
付
で

同
時
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
事
前
に
打
ち
合
わ
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
件
の
報
道
機
関
に
よ
る
第
一
報
は
、
次
の
よ
う
な

内
容
だ
っ
た
。

「
既
に
二
十
四
名
を
逮
捕
、
朝
鮮
問
題
声
明
書
配
付
事
件
」

広
島
県
下
の
各
警
察
で
は
国
警
広
島
県
本
部
な
ら
び
に
広
島
地
検
の
指
令

で
在
日
朝
鮮
人
団
体
広
島
県
協
議
会
の
名
で
出
さ
れ
た
朝
鮮
問
題
に
関
す
る

声
明
書
の
配
布
容
疑
者
を
内
偵
、
続
々
検
挙
中
で
あ
る
が
、
三
日
広
島
東
署

で
共
産
党
広
島
地
区
委
員
森
繁
平
（
二
十
七
）
を
検
挙
す
る
ま
で
に
高
田
地

区
署
で
四
名
、
安
佐
地
区
署
で
三
名
な
ど
二
十
四
名
を
逮
捕
し
た
。
そ
の
う

ち
共
産
党
員
は
十
三
名
、
朝
鮮
人
十
一
名
で
、
こ
の
ほ
か
庄
原
町
署
か
ら
逮

捕
状
が
請
求
さ
れ
た
李
章
各
こ
と
眞
城
章
各
（
十
八
）
ほ
か
十
一
名
の
逃
走

中
の
容
疑
者
に
対
し
三
日
そ
れ
ぞ
れ
逮
捕
令
状
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
、
四
日

ま
で
に
は
三
十
名
を
超
え
る
見
込
み
で
逮
捕
さ
れ
た
者
の
自
供
に
よ
り
さ
ら

に
容
疑
者
は
ふ
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
（
『
中
国
新
聞
』
、
一
九
五
〇
年
七
月
三

日
）七

月
一
日
に
全
県
下
で
同
時
に
起
き
た
反
戦
運
動
が
、
「
朝
鮮
問
題
声
明

書
配
布
事
件
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
こ
の
記
事
で
実
名
を

あ
げ
ら
れ
た
森
繁
平
と
李
（
眞
城
）
章
各
は
、
と
も
に
峠
が
主
宰
す
る
詩
サ

ー
ク
ル
「
わ
れ
ら
の
詩
の
会
」
の
会
員
で
あ
っ
た
（
「
わ
れ
ら
の
詩
の
会
会
員

名
簿
」
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
峠
三
吉
資
料
）
。
わ
れ
ら
の
詩
の
会
は
、

一
九
四
九
年
十
一
月
に
『
わ
れ
ら
の
詩
』
創
刊
号
を
刊
行
し
、
朝
鮮
戦
争
勃

発
直
後
の
六
月
三
十
日
に
は
六
号
を
刊
行
す
る
な
ど
、
こ
こ
ま
で
順
調
な
活

動
を
行
っ
て
い
た
。
森
は
、
「
ア
オ
ノ
・
マ
サ
ミ
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
五
号

（
一
九
五
〇
年
五
月
一
日
）
・
六
号
（
一
九
五
〇
年
六
月
三
十
日
）
に
作
品
を
発

表
し
て
い
る
。
ま
た
、
わ
れ
ら
の
詩
の
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ

た
増
岡
敏
和
は
、
『
わ
れ
ら
の
詩
』
八
号
（
一
九
五
〇
年
八
月
六
日
）
に
発
表

し
た
作
品
「
そ
の
炎
は
ど
こ
で
燃
え
る
か
」
で
、
逃
亡
中
の
李
章
各
を
う
た

っ
て
い
る
。

「
朝
鮮
問
題
声
明
書
配
布
事
件
」
と
わ
れ
ら
の
詩
の
会
は
こ
の
よ
う
な
関

わ
り
を
持
っ
て
お
り
、
森
ほ
か
十
五
名
が
七
月
十
八
日
に
広
島
地
裁
で
拘
留

理
由
開
示
公
判
を
う
け
た
際
に
は
、
こ
れ
を
題
材
と
し
て
わ
れ
ら
の
詩
の
会

会
員
の
林
幸
子
が
「
三
百
十
一
号
違
ハ
ン
」
と
い
う
作
品
を
作
っ
て
い
る
（
『
反

戦
詩
歌
集
』
二
号
、
一
九
五
〇
年
八
月
六
日
）
。
こ
の
公
判
に
は
約
一
五
〇
名

の
傍
聴
者
が
あ
っ
た
と
い
う
が
（
「
警
官
と
傍
聴
者
が
小
競
合

勅
令
違
反
公
判

の
広
島
地
裁
」
、
『
中
国
新
聞
』
、
一
九
五
〇
年
七
月
十
九
日
、
な
お
こ
の
記
事
で
は

「
朝
鮮
問
題
声
明
書
配
布
事
件
」
を
は
っ
き
り
と
「
反
米
ビ
ラ
」
の
配
布
事
件
で

あ
る
と
記
し
て
い
る
）
、
林
の
作
品
か
ら
は
、
そ
の
傍
聴
者
の
多
く
が
朝
鮮
人

の
女
性
や
子
供
で
あ
り
、
日
本
人
と
と
も
に
地
裁
を
取
り
囲
ん
で
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
合
唱
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
う
な
ら
、
第

連
で
う
た
わ
れ
て
い
る
「
拘

12

置
所
の
方
へ
」
「
つ
な
が
れ
て
」
い
っ
た
人
た
ち
と
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直

後
に
米
軍
の
介
入
に
対
し
て
ビ
ラ
を
撒
き
勅
令
第
三
一
一
号
違
反
に
問
わ
れ
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た
人
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
峠
の
若
い
仲
間
た
ち
も
多
く
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
の
第
二
の
部
分
（
第

～

連
）

11

13

は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
の
占
領
下
の
広
島
の
こ
の
よ
う
な
情
勢
と
向
き
合

う
な
か
で
な
さ
れ
た
表
現
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
と
向
き
合
う
な
か
で
、
峠
は
、
「
雑
音
ま
じ
り
の
ラ
ジ

オ
が
／
ど
こ
に
何
百
ト
ン
の
爆
弾
を
落
し
た
と
か
／
原
爆
製
造
の
予
算
が
何

億
ド
ル
に
ふ
や
さ
れ
た
と
か
／
増
援
軍
が
朝
鮮
に
上
陸
す
る
と
か
／
と
く
と

く
と
ニ
ュ
ー
ス
を
な
が
す
の
が
き
こ
え
」
る
な
か
で
、
「
青
く
さ
い
鉄
道
草

の
根
か
ら
／
錆
び
た
釘
さ
え
／
ひ
ろ
わ
れ
買
わ
れ
」
る
さ
ま
を
描
き
出
す
。

広
島
市
中
の
あ
ち
こ
ち
に
埋
め
ら
れ
た
ま
ま
の
死
者
た
ち
の
遺
骨
が
い
ま
だ

掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
な
い
な
か
で
（
『
中
国
新
聞
』
を
見
る
か
ぎ
り
、
遺
骨
の

埋
葬
場
所
が
報
道
さ
れ
は
じ
め
る
の
は
一
九
五
二
年
五
月
以
降
、
す
な
わ
ち
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
発
効
に
よ
り
占
領
が
終
わ
っ
た
直
後
か
ら
の
こ
と
で

あ
る
）
、
「
朝
鮮
特
需
」
に
よ
る
屑
鉄
の
値
上
が
り
に
よ
り
人
々
が
血
眼
に
な

っ
て
「
錆
び
た
釘
」
を
集
め
て
い
る
朝
鮮
戦
争
下
の
被
爆
地
広
島
の
現
状
を
、

峠
は
痛
切
な
思
い
を
込
め
て
批
判
し
た
の
だ
。
新
た
な
戦
争
が
は
じ
ま
り
三

度
目
の
原
爆
使
用
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
復
興
」
に
よ

り
「
永
久
に
わ
か
ら
な
く
な
」
ろ
う
と
し
て
い
る
「
か
ろ
う
じ
て
の
こ
さ
れ

た
一
本
の
標
柱
」
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
の
被
爆
地
広
島
の
そ
の
よ
う
な

あ
り
さ
ま
を
批
判
的
に
照
ら
し
出
す
も
の
と
し
て
こ
こ
で
は
描
き
込
ま
れ
て

い
る
。

４

一
九
五
〇
年
夏
の
子
供
た
ち

「
か
ろ
う
じ
て
残
さ
れ
た
一
本
の
標
柱
」
か
ら
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
の

被
爆
地
広
島
の
現
実
は
こ
の
よ
う
に
見
据
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
続

く
第
三
の
部
分
（
第

～

連
）
で
は
、
「
一
本
の
ち
い
さ
な
墓
標
」
の
も

14

20

と
に
眠
る
被
爆
死
し
た
子
供
た
ち
の
「
お
友
だ
ち
」
、
す
な
わ
ち
一
九
五
〇

年
夏
の
広
島
を
生
き
る
子
供
た
ち
が
、
「
墓
標
」
の
も
う
ひ
と
つ
の
主
人
公

と
し
て
描
き
込
ま
れ
て
い
く
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
墓
標
」
は
一
九
五
〇
年
十
月
八
日
に
は
じ
め

て
朗
読
さ
れ
た
後
、
『
原
爆
詩
集
』
に
収
録
さ
れ
る
ま
で
に
、
筆
者
が
現
物

を
確
認
し
た
だ
け
で
も
三
回
、
新
聞
・
雑
誌
に
転
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
自

筆
草
稿
も
残
さ
れ
て
い
る
。
自
筆
草
稿
も
含
め
て
そ
の
書
誌
を
示
し
て
お
く

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
（
１
）
自
筆
草
稿
（
現
在
峠
の
自
筆
草
稿
は
広
島
大

学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
）
、
（
２
）
『
民
族
の
星
』
四
十
四
号

（
一
九
五
一
年
六
月
六
日
、
吉
田
初
夫
名
義
。
峠
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
収
め

ら
れ
た
切
り
抜
き
に
よ
る
）
、
（
３
）
『
労
働
新
報
』
（
全
国
労
組
統
一
促
進
会
議

機
関
紙
、
号
数
・
発
行
日
と
も
に
不
明
な
も
の
の
、
お
そ
ら
く
一
九
五
一
年
六
月

頃
刊
行
と
推
測
、
吉
田
初
夫
名
義
。
峠
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
収
め
ら
れ
た
切

り
抜
き
に
よ
る
）
、
（
４
）
『
新
日
本
文
学
』
一
九
五
一
年
八
月
号
（
峠
三
吉
名

義
）
。
「
墓
標
」
が
現
在
知
ら
れ
て
い
る
か
た
ち
に
な
る
の
は
（
４
）
に
至
っ

て
で
あ
り
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
（
１
）
と
（
２
）
、
（
２
）
と
（
４
）

の
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
同
が
あ
る
（
（
３
）
は
（
２
）
の
抄
録
で
あ
る
た
め
、

重
要
性
が
低
く
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
）
。

本
稿
で
注
目
す
る
の
は
、
（
１
）
と
（
２
）
、
（
２
）
と
（
４
）
の
間
の
異

同
で
あ
る
が
、
最
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
、
第

連
で
あ
る
。
第

19

連
は
、
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
変
化
す
る
。（
な
お
、
自
筆
草
稿
で
は

19峠
に
よ
る
推
敲
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
以
下
の
引
用
は
推
敲
後
の
も
の
で
あ
る
）
。
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（
１
）
自
筆
草
稿

負
け
る
も
の
か

ま
け
る
も
の
か
と

朝
鮮
の
友
だ
ち
は

毎
日
炎
天
の
広
島
駅
で

戦
争
に
な
ら
さ
ぬ
た
め
の

署
名
を
あ
つ
め

負
け
る
も
の
か

死
ん
だ
っ
て
と

金
髪
の
少
女
は

マ
ル
セ
ー
ユ
ゆ
き
の
線
路
に
臥
て

軍
用
列
車
を
止
め
る

（
２
）
『
民
族
の
星
』
掲
載
、
一
九
五
一
年
六
月
発
表

負
け
る
も
の
か

ま
け
る
も
の
か
と

朝
鮮
の
お
友
だ
ち
は

炎
天
の
ヒ
ロ
シ
マ
駅
で

戦
争
に
さ
せ
な
い
た
め
の
署
名
を
あ
つ
め

負
け
る
も
の
か

ま
け
る
も
の
か
と

日
本
の
子
供
た
ち
も
立
ち
止
る

（
４
）
『
新
日
本
文
学
』
掲
載
、
一
九
五
一
年
八
月
発
表

負
け
る
も
の
か

ま
け
る
も
の
か
と

朝
鮮
の
お
友
だ
ち
は

炎
天
の
広
島
駅
で

戦
争
に
さ
せ
な
い
た
め
の
署
名
を
あ
つ
め

負
け
る
も
の
か

ま
け
る
も
の
か
と

日
本
の
子
供
た
ち
は

靴
磨
き
の
道
具
を
す
て

ほ
ん
と
う
の
こ
と
を
書
い
た
新
聞
を
売
る

（
１
）
（
２
）
（
４
）
の
ど
れ
も
、
朝
鮮
の
「
お
友
だ
ち
」
が
「
戦
争
に
さ

せ
な
い
た
め
の
署
名
を
あ
つ
め
」
る
前
半
部
分
に
は
ほ
と
ん
ど
改
筆
が
な
い
。

繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
「
墓
標
」
は
朝
鮮
戦
争
へ
の
反
戦
を
う
た

う
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
で
朝
鮮
の
「
お
友
だ
ち
」
が
現
れ
て
く
る
こ

と
に
不
思
議
は
な
い
の
だ
が
、「
戦
争
に
さ
せ
な
い
た
め
の
署
名
を
あ
つ
め
」

る
と
は
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
直
前
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・

ア
ピ
ー
ル
署
名
運
動
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ
ー

ル
は
、
原
爆
な
ど
の
原
子
兵
器
の
使
用
の
「
絶
対
禁
止
」
を
掲
げ
て
一
九
五

〇
年
三
月
の
平
和
擁
護
世
界
大
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
世
界
的
に

こ
の
ア
ピ
ー
ル
へ
の
署
名
を
集
め
る
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
に

お
け
る
こ
の
運
動
の
担
い
手
は
、
共
産
党
や
全
学
連
を
は
じ
め
と
す
る
左
派

組
織
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
運
動
は
広
島
で
も
展
開
さ
れ
て
お
り
、
八

丁
堀
交
差
点
で
は
占
領
下
で
公
然
と
発
表
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
被

爆
写
真
を
道
行
く
人
に
見
せ
な
が
ら
署
名
を
頼
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
（
「
胸

痛
む
原
爆
の
傷
痕

広
島
市
の
平
和
投
票
」
、
『
ア
カ
ハ
タ
』
、
一
九
五
〇
年
五
月
二

十
七
日
）
。

こ
の
よ
う
に
被
爆
地
広
島
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ
ー
ル
署
名
運
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動
が
被
爆
の
記
憶
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
展
開
さ
れ
、
峠
も
こ
れ
に
か
か

わ
っ
て
い
た
（
『
わ
れ
ら
の
詩
』
の
誌
面
に
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ
ー
ル
に

つ
い
て
の
記
事
が
多
く
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
一
九
五
〇
年
春
か
ら
八
月
に
か
け
て

の
こ
と
で
あ
る
）
。
峠
が
「
戦
争
に
さ
せ
な
い
た
め
の
署
名
を
あ
つ
め
」
る
と

う
た
っ
た
の
に
は
、
こ
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ
ー
ル
署
名
運
動
の
経
験

が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

問
題
は
後
半
部
分
で
あ
る
。
自
筆
草
稿
で
は
、
「
金
髪
の
少
女
」
が
「
軍

用
列
車
を
止
め
る
」
と
い
う
あ
り
き
た
り
な
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
表
現
、
し
か

も
日
本
の
現
実
か
ら
は
か
け
は
な
れ
た
借
り
物
の
表
現
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

こ
の
部
分
は
、
作
品
全
体
か
ら
受
け
る
印
象
を
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
劇
的
な

か
た
ち
で
改
筆
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
１
）
→
（
２
）
→
（
４
）
と
改
筆

さ
れ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
「
日
本
の
子
供
た
ち
」
が
「
朝
鮮
の
お
友
だ

ち
」
と
並
び
立
つ
主
体
性
を
持
っ
た
存
在
と
し
て
作
品
に
登
場
し
て
く
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
部
分
の
登
場
人
物
は
、「
金
髪
の
少
女
」
か
ら
「
日
本
の
子
供
た
ち
」

へ
と
か
わ
り
、
そ
の
「
日
本
の
子
供
た
ち
」
も
、
「
朝
鮮
の
お
友
だ
ち
」
の

署
名
要
請
に
こ
た
え
て
「
立
ち
止
る
」
と
こ
ろ
か
ら
、
「
靴
磨
き
の
道
具
を

す
て
／
ほ
ん
と
う
の
こ
と
を
書
い
た
新
聞
を
売
る
」
と
こ
ろ
へ
と
踏
み
出
し

て
い
く
。
「
も
う
く
ろ
ぐ
ろ
と
陽
に
焼
け
て
／
お
と
な
に
負
け
ぬ
腕
っ
ぷ
し

を
も
っ
た
」
、
「
生
き
残
っ
た
あ
の
日
の
子
供
」
た
ち
が
主
体
化
し
て
い
く
さ

ま
は
鮮
明
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
に
占
領
下
の
被
爆
地

広
島
で
行
わ
れ
た
反
戦
運
動
に
対
す
る
峠
の
姿
勢
が
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
朝
鮮
戦
争
へ
の
米
軍
の
介
入
に
反
対
す
る
運
動
で
あ
る
以
上
、
そ
の
か

な
り
の
部
分
が
左
派
の
在
日
朝
鮮
人
た
ち
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
な
か
、

そ
こ
に
日
本
人
も
ま
た
主
体
的
に
加
わ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
地
点
へ
と
、

峠
は
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
作
品
は
、
一
九
五
〇
年
夏
の
こ
の
よ
う
な
「
朝
鮮
の
お
友

だ
ち
」
と
「
日
本
の
子
供
た
ち
」
の
姿
を
経
由
し
て
、
も
う
い
ち
ど
被
爆
死

し
た
子
供
た
ち
へ
と
立
ち
戻
り
、
呼
び
か
け
る
。
第

連
の
立
ち
あ
が
っ
た

19

「
朝
鮮
の
お
友
だ
ち
」
や
「
日
本
の
子
供
た
ち
」
の
姿
を
う
け
て
、
峠
は
、

第

連
で
、
「
片
隅
に
お
し
こ
め
ら
れ
」
「
忘
れ
ら
れ
」
「
永
久
に
わ
か
ら
な

20
く
な
」
ろ
う
と
し
て
い
る
子
供
た
ち
の
霊
に
、
「
も
う
い
い

だ
ま
っ
て
い

る
の
は
い
い
」
と
呼
び
か
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
朝
鮮
戦
争

勃
発
直
後
の
被
爆
地
広
島
で
の
反
戦
運
動
へ
の
関
わ
り
の
な
か
で
、
峠
の
詩

作
に
お
い
て
は
、
被
爆
死
し
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
子
供
た
ち
が
、

「
ひ
ろ
し
ま
の
子
」
と
し
て
甦
る
こ
と
に
な
る
。
被
爆
体
験
を
め
ぐ
る
表
現

が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
た
占
領
下
、
と
く
に
抑
圧
の
激
し
か
っ
た
朝
鮮
戦

争
勃
発
直
後
に
お
い
て
、
そ
れ
へ
の
抵
抗
を
通
し
て
被
爆
体
験
が
捉
え
直
さ

れ
こ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
重
要
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
の
広
島
に
お
け
る
反
戦
運
動
と
詩
的
表

現
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
一
九
五
一
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
峠

「
一
九
五
〇
年
の
八
月
六
日
」
（
『
わ
れ
ら
の
詩
』
十
二
号
、
一
九
五
一
年
九
月

二
十
日
、
『
原
爆
詩
集
』
所
収
）
に
即
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
の
十
月
に
朗
読
さ
れ
た
「
墓
標
」
と
、
そ
の
約
一

年
後
に
作
ら
れ
た
「
一
九
五
〇
年
の
八
月
六
日
」
と
の
間
に
は
、
実
の
と
こ

ろ
か
な
り
の
温
度
差
が
あ
る
。
本
稿
で
行
っ
た
よ
う
に
運
動
史
的
な
事
実
関

係
を
踏
ま
え
な
が
ら
両
者
の
位
相
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
私
の

次
な
る
課
題
で
あ
る
。
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謝
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本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
広
島
大
学
名
誉
教
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た
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を
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、
深
く
感
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し
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す
。

資
料
①

「
墓
標
」（
『
原
爆
詩
集
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
）

君
た
ち
は
か
た
ま
っ
て
立
っ
て
い
る

1

さ
む
い
日
の
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
の
よ
う
に

だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て
片
隅
に
お
し
こ
め
ら
れ

い
ま
は
も
う

気
づ
く
ひ
と
も
な
い

一
本
の
ち
い
さ
な
墓
標

「
斉
美
小
学
校
戦
災
児
童
の
霊
」

2

焼
煉
瓦
で
根
本
を
か
こ
み

3

三
尺
た
ら
ず
の
木
切
れ
を
立
て

割
れ
た
竹
筒
が
花
も
な
く
よ
り
か
か
っ
て
い
る

Ａ
Ｂ
広
告
社

4

Ｃ
Ｄ
ス
ク
ー
タ
ー
会
社

そ
れ
に
す
ご
い
看
板
の

広
島
平
和
都
市
建
設
株
式
会
社

た
ち
な
ら
ん
だ
て
ん
ぷ
ら
建
築
の
裏
が

み
ど
り
に
塗
っ
た

マ
杯
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
通
じ
る
道
の
角

積
み
捨
て
ら
れ
た
瓦
と
セ
メ
ン
ト
屑

5

学
校
の
倒
れ
た
門
柱
が
半
ば
う
ず
も
れ

雨
が
降
れ
ば
泥
沼
と
な
る
そ
の
あ
た
り

も
う
使
え
そ
う
も
な
い
市
営
バ
ラ
ッ
ク
住
宅
か
ら

赤
ン
坊
の
な
き
ご
え
が
絶
え
ぬ
そ
の
角
に

君
た
ち
は
立
っ
て
い
る

6

だ
ん
だ
ん
朽
ち
る
木
に
な
っ
て

手
も
な
く

足
も
な
く

な
に
を
甘
え

な
に
を
ね
だ
る
こ
と
も
な
く

だ
ま
っ
て

だ
ま
っ
て

立
っ
て
い
る

い
く
ら
呼
ん
で
も

7

い
く
ら
泣
い
て
も

お
父
ち
ゃ
ん
も
お
母
ち
ゃ
ん
も

来
て
は
く
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う

と
り
す
が
る
手
を
ふ
り
も
ぎ
っ
て

よ
そ
の
父
ち
ゃ
ん
は
逃
げ
て
い
っ
た
だ
ろ
う

重
い
お
も
い
下
敷
き
の
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熱
い
あ
つ
い
風
の

く
ら
い
く
ら
い

息
の
で
き
ぬ
と
こ
ろ
で

（
あ
あ
い
っ
た
い
ど
ん
な
わ
る
い
い
た
ず
ら
を
し
た
と
い
う
の
だ
）

や
わ
ら
か
い
手
が

ち
い
さ
な
頸
が

石
や
鉄
や
古
い
材
木
の
下
で
血
を
噴
き

ど
ん
な
に
た
や
す
く
つ
ぶ
れ
た
こ
と
か

比
治
山
の
か
げ
で

8

眼
を
お
饅
頭
の
よ
う
に
焼
か
れ
た
友
だ
ち
の
列
が

お
ろ
お
ろ
し
ゃ
が
み

走
っ
て
ゆ
く
帯
剣
の
ひ
び
き
に

へ
い
た
い
さ
ん
助
け
て
！

と
呼
ん
だ
と
き
に
も

君
た
ち
に
こ
た
え
る
も
の
は
な
く

暮
れ
て
ゆ
く
水
槽
の
そ
ば
で

つ
れ
て
っ
て
！

と

西
の
方
を
ゆ
び
さ
し
た
と
き
も

だ
れ
も
手
を
ひ
い
て
は
く
れ
な
か
っ
た

そ
し
て
見
ま
ね
で
水
槽
に
つ
か
り

9

い
ち
じ
く
の
葉
っ
ぱ
を
顔
に
の
せ

な
ん
に
も
わ
か
ら
ぬ
そ
の
ま
ま
に

死
ん
で
い
っ
た

き
み
た
ち
よ

リ
ン
ゴ
も
匂
わ
な
い

10

ア
メ
ダ
マ
も
し
ゃ
ぶ
れ
な
い

と
お
い
と
こ
ろ
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
君
た
ち

〈
ほ
し
が
り
ま
せ
ん
…
…

か
つ
ま
で
は
〉
と
い
わ
せ
た
の
は

い
っ
た
い
だ
れ
だ
っ
た
の
だ
！

「
斉
美
小
学
校
戦
災
児
童
の
霊
」

11

だ
ま
っ
て
立
っ
て
い
る
君
た
ち
の

12

そ
の
不
思
議
そ
う
な
瞳
に

に
い
さ
ん
や
父
さ
ん
が
し
が
み
つ
か
さ
れ
て
い
た
野
砲

が赤
錆
び
て
こ
ろ
が
り

ク
ロ
ー
バ
の
窪
み
で

外
国
の
兵
隊
と
女
の
ひ
と
が

ね
そ
べ
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
こ
の
道
の
角

向
う
の
原
っ
ぱ
に

高
く
あ
た
ら
し
い
塀
を
め
ぐ
ら
し
た
拘
置
所
の
方
へ

戦
争
を
す
ま
い
、
と
い
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
人
た
ち
が

き
ょ
う
も
つ
な
が
れ
て
ゆ
く
こ
の
道
の
角

ほ
ん
と
う
に

な
ん
と
不
思
議
な
こ
と

13

君
た
ち
の
兎
の
よ
う
な
耳
に

そ
ぎ
屋
根
の
軒
か
ら
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雑
音
ま
じ
り
の
ラ
ジ
オ
が

ど
こ
に
何
百
ト
ン
の
爆
弾
を
落
し
た
と
か

原
爆
製
造
の
予
算
が
何
億
ド
ル
に
ふ
や
さ
れ
た
と
か

増
援
軍
が
朝
鮮
に
上
陸
す
る
と
か

と
く
と
く
と
ニ
ュ
ー
ス
を
な
が
す
の
が
き
こ
え

青
く
さ
い
鉄
道
草
の
根
か
ら

錆
び
た
釘
さ
え

ひ
ろ
わ
れ
買
わ
れ

あ
あ

君
た
ち
は

片
づ
け
ら
れ

忘
れ
ら
れ
る

か
ろ
う
じ
て
の
こ
さ
れ
た
一
本
の
標
柱
も

や
が
て
土
木
会
社
の
拡
張
工
事
の
土
砂
に
埋
ま
り

そ
の
小
さ
な
手
や

顎
の
骨
を
埋
め
た
場
所
は

何
か
の
下
に
な
っ
て

永
久
に
わ
か
ら
な
く
な
る

「
斉
美
小
学
校
戦
災
児
童
の
霊
」

14

花
筒
に
花
は
な
く
と
も

15

蝶
が
二
羽
お
っ
か
け
っ
こ
を
し

く
ろ
い
木
目
に

風
は
海
か
ら
吹
き

あ
の
日
の
朝
の
よ
う
に

空
は
ま
だ

輝
く
あ
お
さ

君
た
ち
よ
出
て
こ
な
い
か

16

や
わ
ら
か
い
腕
を
交
み

起
き
上
が
っ
て
こ
な
い
か

お
婆
ち
ゃ
ん
は

17

お
ま
つ
り
み
た
い
な
平
和
祭
に
な
ん
か
ゆ
く
も
の
か
と

い
ま
も
お
ま
え
の
こ
と
を
待
ち

お
じ
い
さ
ま
は

む
く
げ
の
木
陰
に

こ
っ
そ
り
お
前
の
古
靴
を
か
く
し
て
い
る

仆
れ
た
母
親
の
乳
房
に
し
ゃ
ぶ
り
つ
い
て

18

生
き
残
っ
た
あ
の
日
の
子
供
も

も
う
六
つ

ど
ろ
ぼ
う
を
し
て

こ
じ
き
を
し
て

雨
の
道
路
を
う
ろ
つ
い
た

君
た
ち
の
友
達
も

も
う
く
ろ
ぐ
ろ
と
陽
に
焼
け
て

お
と
な
に
負
け
ぬ
腕
っ
ぷ
し
を
も
っ
た

負
け
る
も
の
か

19

ま
け
る
も
の
か
と

朝
鮮
の
お
友
だ
ち
は
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炎
天
の
広
島
駅
で

戦
争
に
さ
せ
な
い
た
め
の
署
名
を
あ
つ
め

負
け
る
も
の
か

ま
け
る
も
の
か
と

日
本
の
子
供
た
ち
は

靴
磨
き
の
道
具
を
す
て

ほ
ん
と
う
の
こ
と
を
書
い
た
新
聞
を
売
る

も
う
い
い

だ
ま
っ
て
い
る
の
は
い
い

20

戦
争
を
お
こ
そ
う
と
す
る
お
と
な
た
ち
と

世
界
中
で
た
た
か
う
た
め
に

そ
の
つ
ぶ
ら
な
瞳
を
輝
か
せ

そ
の
澄
み
と
お
る
声
で

ワ
ッ
！

と
叫
ん
で
と
び
出
し
て
こ
い

そ
し
て

そ
の

誰
の
胸
へ
も
抱
き
つ
か
れ
る
腕
を
ひ
ろ
げ

た
れ
の
心
へ
も
正
し
い
涙
を
呼
び
返
す
頬
を
お
し
つ
け

ぼ
く
た
ち
は
ひ
ろ
し
ま
の

ひ
ろ
し
ま
の
子
だ

と

み
ん
な
の
か
ら
だ
へ

と
び
つ
い
て
来
い
！
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